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6月定例会では、議員提出議案の可決によ
り、4件の意見書を関係機関へ送付しました。
（要旨掲載）

6
月
定
例
会
で
は
、
請
願
3
件
を
新
た
に
受
理
し
、
5
件
を
採
択
、
3
件

を
不
採
択
、
1
件
の
取
り
下
げ
を
承
認
し
、
5
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
2
件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に

陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出
を

伴
う
請
願
2
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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木
々
の
緑
も
ま
ぶ
し
く
、
い
よ
い

よ
夏
本
番
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

6
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
や

さ
ま
ざ
ま
な
議
案
に
つ
い
て
、
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を
深
め

《
小
学
校
3
年
生
》

〇
6
月
17
日
　
学
園
東
小
60
人

〇
6
月
18
日
　
七
小
150
人

〇
6
月
25
日
　
十
一
小
113
人

小
平
市
上
水
新
町
一
丁
目
に
、（
仮

称
）
安
楽
寺
小
平
玉
川
上
水
苑
と
す

る
墓
地
建
設
の
標
識
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
建
設
予
定
地
は
住
宅
地

に
隣
接
し
て
お
り
、
東
京
都
景
観
条

例
に
基
づ
く
玉
川
上
水
景
観
基
本
軸

の
定
め
る
範
囲
内
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
大
部
分
が
第
2
種
風
致
地

区
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

こ
に
建
設
さ
れ
る
構
造
物
は
、
緑
豊

か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
場
所
に

墓
地
計
画
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
れ
ば
、
今
後
の
都
市
計
画
、

ま
ち
づ
く
り
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
墓
地
等
の

構
造
設
備
及
び
管
理
の
基
準
等
に
関

す
る
条
例
の
許
可
、
運
用
、
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
の
意
向

を
十
分
に
反
映
す
る
よ
う
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

東
京
都
知
事
あ
て

平
成
16
年
度
に
お
け
る
国
の
予
算

編
成
は
三
位
一
体
改
革
の
名
の
も
と

に
、
市
町
村
の
財
政
運
営
の
基
幹
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
等
の
地
方
一

般
財
源
の
大
幅
な
削
減
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の

行
財
政
運
営
の
実
情
を
踏
ま
え
た
も

の
と
な
っ
て
お
ら
ず
誠
に
遺
憾
で
す
。

平
成
16
年
6
月
か
ら
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会
議
会
議
録
に

続
き
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
委
員
会

記
録
（
平
成
11
年
5
月
以
降
分
）
も

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
て
2
年
目
を
迎
え
る
三
位
一
体
改

革
が
地
方
分
権
の
理
念
に
基
づ
い
た

真
の
地
方
分
権
改
革
と
な
る
よ
う
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
そ
の
実
現
を
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

1

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て
は
、

財
源
保
障
及
び
財
源
調
整
の
両
機
能

を
堅
持
し
、
地
方
の
実
情
等
を
十
分

踏
ま
え
、
そ
の
所
要
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

特
に
、
地
方
交
付
税
総
額
は
、
平

成
15
年
度
以
前
の
水
準
以
上
を
確
保

す
る
こ
と
。

2

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
度
に
お
い
て
基
幹
税
に
よ
る
3

兆
円
規
模
の
税
源
移
譲
を
先
行
決
定

し
、
実
施
す
る
こ
と
。

3

国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

国
の
責
任
を
後
退
さ
せ
な
い
よ
う
地

方
分
権
の
理
念
に
沿
っ
た
廃
止
、
縮

減
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の
実
態

を
踏
ま
え
、
単
な
る
地
方
公
共
団
体

へ
の
負
担
転
嫁
は
絶
対
に
行
わ
な
い

こ
と
。

4

三
位
一
体
改
革
に
当
た
っ
て
は
、

全
体
像
と
工
程
表
を
早
急
に
示
し
、

地
方
公
共
団
体
の
意
向
を
十
分
に
尊

重
し
、
行
財
政
運
営
に
支
障
が
生
ず

る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
処
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
あ
て

国
土
交
通
省
は
、
平
成
15
年
11
月

に
八
ッ
場
ダ
ム
の
事
業
費
を
、
全
国

最
大
と
な
る
4
千
6
百
億
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
で
関
係
都
県
知
事
に
意

見
照
会
を
行
い
ま
し
た
。

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
東
京
都
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、
群
馬
県
へ

の
都
市
用
水
の
供
給
を
主
目
的
と
し

て
約
50
年
前
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。こ

れ
ま
で
、
多
摩
地
域
の
住
民
は
、

地
下
水
利
用
や
雨
水
利
用
、
ま
た
下

水
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
を
行
い
、
地
域

の
資
源
と
水
循
環
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
八
ッ
場
ダ
ム
計
画

は
、
こ
う
し
た
市
民
と
行
政
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
貴
重
な
地
下
水
の

利
用
を
危
う
く
さ
せ
、
ダ
ム
建
設
事

業
費
倍
増
に
よ
る
大
き
な
財
政
負
担

を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
八
ッ
場
ダ

ム
建
設
に
つ
い
て
人
口
、
水
需
要
な

調
べ
た
い
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
や
発
言
者
を
指
定
し
て
、

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、
下

記
欄
外
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

花
小
金
井
駅
北
口
の
住
宅
市
街
地
整
備
総
合

支
援
事
業
に
か
か
わ
る
旧
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

市
民
広
場
周
辺
の
整
備
計
画

（請願）

小
平
市
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

事
業
及
び
設
備
の
改
善
（請願）

花
小
金
井
駅
北
口
に
あ
る
旧
東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
広
場
は
、
人
々

の
憩
い
の
場
、
遊
び
場
と
し
て
長
年

た
く
さ
ん
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
北
口
の
整
備
計

画
の
中
で
市
民
広
場
は
閉
鎖
さ
れ
、

現
在
は
仮
設
駐
輪
場
を
つ
く
る
た
め

に
工
事
中
で
す
。
そ
し
て
3
年
後
に

は
、
市
民
広
場
の
木
々
は
奪
わ
れ
、

そ
こ
に
6

と
い
う
幅
の
道
路
を
つ

く
り
、
駐
車
場
に
な
る
と
い
う
の
で

す
。こ

れ
か
ら
の
小
平
の
ま
ち
づ
く
り

を
と
も
に
考
え
、
つ
く
り
上
げ
る
一

員
と
し
て
、
こ
の
計
画
を
見
直
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

緑
豊
か
な
住
環
境
を
維
持
す
る

十
二
小
通
り
の
安
全
対
策
及
び

都
市
計
画
道
路
建
設
（請願）

東
小
川
橋
の
改
修
、
青
梅
街
道
か

ら
立
川
通
り
ま
で
の
道
路
の
開
通
以

降
、
十
二
小
通
り
の
交
通
量
が
急
増

し
、
児
童
の
通
学
は
も
と
よ
り
、
住

民
の
生
活
自
体
が
大
変
危
険
な
も
の

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
、
ま
だ
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
な
ら
ば
、
住

民
の
生
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
故

が
発
生
す
る
可
能
性
が
大
き
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
自
治
会
の
総

意
と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
請

願
い
た
し
ま
す
。

1

道
路
の
両
側
に
路
側
帯
を
設
け

る
、
視
覚
ハ
ン
プ
を
設
け
る
等
、
十

二
小
通
り
の
安
全
対
策
を
早
期
に
具

体
化
し
て
く
だ
さ
い
。

2

都
市
計
画
道
路
建
設
計
画
（
昭

和
37
年
に
確
定
）
に
基
づ
き
、
近
隣

住
民
の
合
意
の
も
と
、
用
地
買
収
方

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

意
見
と
し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
本
市
議
会
が
さ
き
に

「
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
す
る
こ

と
に
反
対
し
基
本
計
画
の
撤
回
を
求

た
め
に
、
市
道
第
D

76
号
線
の
整

備
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
沿
い
に
緑

地
帯
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
花
小
金
井
一
丁
目

渡
辺
純
子
　
外
467
人

式
等
に
よ
る
道
路
建
設
（
十
二
小
通

り
）
を
交
通
安
全
に
十
分
考
慮
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
緊
急
一

時
の
宿
泊
や
入
浴
室
は
、
こ
こ
数
年
、

ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い
状
況
で
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
一
時
の
宿
泊
に
お
い
て
は
、

原
則
的
に
は
昼
間
の
み
の
利
用
に
限

ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

ま
た
、
親
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

家
族
の
入
浴
介
助
も
困
難
に
な
り
、

入
浴
室
利
用
の
希
望
も
多
く
出
て
い

ま
す
が
、
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る

に
は
現
状
の
ま
ま
で
は
不
都
合
で
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

重
度
の
身
体
障
害
者
の
介
護
が
、

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派

遣
を
強
行
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
で
は
全
土
で
戦
闘
状
態
が

続
い
て
お
り
、
自
衛
隊
に
対
し
武
力

攻
撃
が
行
わ
れ
る
危
険
性
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

日
本
が
行
う
べ
き
こ
と
は
、
自
衛

隊
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
平
和
的

な
イ
ラ
ク
へ
の
人
道
復
興
支
援
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退

と
、
新
た
な
派
遣
の
中
止
を
求
め
る

と
と
も
に
、
米
英
主
導
の
占
領
支
配

か
ら
国
連
中
心
の
復
興
支
援
に
枠
組

み
を
変
更
し
、
そ
の
も
と
で
イ
ラ
ク

国
民
に
速
や
か
に
主
権
を
返
還
す
る

た
め
の
外
交
努
力
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防

衛
庁
長
官
あ
て

ど
の
社
会
・
経
済
的
変
化
や
環
境
保

全
の
原
則
を
踏
ま
え
て
、
十
分
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て

冠
婚
葬
祭
、
親
の
病
気
や
介
護
疲
れ

な
ど
の
た
め
に
休
養
が
必
要
に
な
っ

た
等
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
一
時
的

に
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
、
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
緊
急
一
時
宿
泊
受

け
入
れ
を
近
隣
市
の
民
間
施
設
と
調

整
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

2

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入
浴

室
を
重
度
の
身
体
障
害
者
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
設
備
の
改
善
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
回
田
町
　
小
平
市

立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活
実
習

訓
練
室
父
母
会
　
代
表
　
中
村
ゆ
い

子 請
願
者
　
小
平
市
小
川
町
一
丁
目

小
平
第
十
二
小
学
校
東
自
治
会
　
藤

沢
孝
文
　
外
59
人

開会時刻は原則として午前９時、場所は市役所７階 

 8月 23日 （月） 総務委員会 
    請願・陳情締め切り（午前中） 
 8月 24日 （火） 生活文教委員会 
 8月 25日 （水） 厚生委員会 
 8月 26日 （木） 建設委員会 
 9月 6日 （月） ９月定例会本会議（初日） 
 9月 7日 （火） ９月定例会本会議（代表質問） 
 9月 8日 （水） ９月定例会本会議（一般質問） 
 9月 9日 （木） ９月定例会本会議（一般質問） 
 9月 10日 （金） ９月定例会本会議（一般質問） 
 9月 14日 （火） 総務委員会 
 9月 15日 （水） 生活文教委員会 
 9月 16日 （木） 厚生委員会 
    請願・陳情締め切り（午前中） 
 9月 17日 （金） 建設委員会 
 9月 21日 （火） 都市基盤整備調査特別委員会 
 9月 30日 （木） ９月定例会本会議（最終日） 

イ
ラ
ク
か
ら
の
自
衛
隊
の

撤
退
と
新
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